
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
裏面へ 

ど う

ぞ！ 

まんぼう通信 
令和 6年 10 月１日 No.117 

皆さん、こんにちは！いかがお過ごしでしょうか？ 

日中は厳しい残暑が続いていますが、朝晩ぐっと冷え込む日が増えてきましたね。 

秋といえば、スポーツの秋・食欲の秋・芸術の秋など様々あると思いますが、 

皆さんは何の秋を思い浮かべますか？ 

今月は、子どものリハビリについて簡単に伝えていきます。 

子どものリハビリってどういうことするの？ 

身体障がい、発達障がい（自閉症スペクトラム症、ADHD、知的障がい等）と

診断されているお子さんのご自宅へ訪問し身体機能を確認します。 

運動発達、日常生活動作、言語発達支援等を行いながら、関係機関との

連携を図り、成長に合わせた支援を行います！ 

 

その他にも定期的にオレンジきっずさん・いっぽさん等への訪問、マザー

ズホームさんへ訪問し、通所しているお子さんたちの健やかな成長・発達を

促せるよう専門的な視点で助言や環境調整を行っています。 

 

日常生活 

遊びの支援 

運動精神発達支援 言語発達支援 

健やかな成長や発達を 

促すためのお手伝い 



宮城県理学療法士会交流大会に参加してきました！ 

一般財団法人訪問リハビリテーション振興財団 

気仙沼訪問看護ステーション 

管理者：阿部 孝子 

TEL：0226-25-8323 

FAX：0226-25-8324 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 22 日に理学療法士会主催交流球技大会が行われました。昨年に引き

続き、当事業所のリハビリスタッフが参加してきました！ 

参加施設は 4 団体。参加人数は約 40 人。今回はソフトバレーボールと

ボッチャの 2競技が行われました。 

ソフトバレーボールでは、当事業所チームは 5 チーム中 4 位でした。昨

年は優勝しただけにとても悔しかったです。しかし、当日は病気や怪我もな

く、無事に大会を終えることができました！ 

昨年同様、宮城県内のリハビリテーション職同士の交流が図れるいい機会

と成りました。筋肉痛が日頃の運動不足を物語っていたため、運動する機会は

意識的にとっていきたいものですね。 

 

 

宮城県内のリハビリスタッフと「顔の見れる連携」を取り、地域・

利用者の皆さんにこれまで以上により良いサービスがお届けできる

よう、今後も取り組んでいきます！ 

 

 

 


